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プロジェクト報告

プロジェクトメンバー 共創相手

○はプロジェクト代表

教育・啓蒙プロジェクト

紀州地域における歴史と�
� 文化的価値の教育・啓蒙プロジェクト

プロジェクトの背景

紀州経済史文化史研究所（以下、紀州研）は、1951
年（昭和26）に設立された施設で、2008�年（平成�
19）に博物館相当施設となった。
これまで、大学の「博物館」にあたる施設として県

内外の文化施設と連携して、さまざまな研究領域の紀
州研所員が、紀州地域学の研究をおこない、展示を中
心とした活動を展開することによって、その成果を広
く公開し、教育に還元してきた。しかし、ここ数年、展
示活動のみにとどまらず、ニューズレターの発行、高
校生を対象とした紀州研所員によるミニ講義や出前授
業、YouTubeによる成果の発信など、新たな取り組み
にも着手している。これらの事業を遂行する過程にお
いて、地域に設立されている多様な機関や団体および
さまざまな知見や経験を有する地域の人々との共同さ
らには共創へと発展してきた。

プロジェクトの目的

当研究所は、「紀州地域の経済、文化の史的研究およ
び人と自然に関する基礎的研究、並びに、それらに関
する資料の収集及び公開を行い、「知」の提供を通じて
地域社会の発展に寄与すること」を目的としている。こ
の目的に則り、地域の人々とも共創し、さまざまな取
り組みを通して、教育啓蒙事業を推進することを目的
とした。

プロジェクトの活動内容

1．『紀要』発刊
2．『きのみなと』発刊
3．2020年度展覧会/YouTube配信
4．玉谷哲氏特別講演
5．講演「万葉集と和歌の浦」
6．紀州研秋のミニ講義

○東�悦子（観光学部）
　吉村�旭輝（紀州経済史文化史研究所）
　荒木�良一（教育学部）
　遠藤�史（経済学部）
　大橋�直義（教育学部）
　菊川�恵三（教育学部）
　澤村�美幸（教育学部）
　富田�晃彦（教育学部）
　長廣�利崇（経済学部）
　西倉�実季（教育学部）
　彦次�佳（教育学部）
　平田�隆行（システム工学部）
　藤田�和史（経済学部）
　山神�達也（教育学部）

岸和田市、美浜町、和歌山市
太地町教育委員会
（公財）和歌山県国際交流協会
和歌山県文書館
和歌山市立貴志南小学校
和歌山市立和歌浦小学校
和歌山信愛女子高等学校
和歌山大学教育学部附属小学校
南海電気鉄道株式会社和歌山支社
NPO法人日ノ岬・アメリカ村
那賀移民史懇話会
和歌祭実行委員会
和歌祭保存会
わかやま南北アメリカ協会

○はプロジェクト代表
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7．共同研究事業：
　�「小学校高学年にむけた文学の読解と教育方法の研
究」

　�「小学校高学年を対象とした「くずし字」指導と文化
財教育の融合」

8．和歌祭出前授業

1．『紀要』発刊
　『紀州経済史文化史研究所紀要』第41号を発刊した。
紀州地域に関連するテーマで、現在は、所員に限らず
論文を公募している。今号では、投稿・査読論文や依
頼論文を合わせて、合計6件が掲載された。

2．『きのみなと』発刊
紀州研ニューズレター『きのみなと』6号および7号

を発行した。所員による資料紹介、研究エッセイ、展
示レポートおよび展覧会予告などで構成されている。

3．2020年度展覧会/YouTube配信
①［企画展］和歌山　―渡物と練物―
・2020年4月7日～5月29日
・緊急事態宣言発出のため中止

②�［企画展］紀州地域の文化財　―館蔵品・寄託品展―
（特集：和歌山県師範学校郷土室の世界）
・2020年6月25日～7月31日
・総入場者16名（学内者のみ入室可能）　
・動画視聴回数253回（2021年2月2日時点）

③�［企画展］紀州地域の文化財　―館蔵品・寄託品展―
（特集：大庄屋文書からみる近世）
・2020年9月1日～9月23日
・総入場者17名

④�［企画展］亜米利加へ、加奈陀へ　―遺物と記憶か
ら振り返る移民と和歌山―
・2020年10月16日～11月5日

・総入場者151名
・動画視聴回数186回（2021年2月2日時点）

2020｜Autumn｜通巻7号

資料紹介
紀伊続風土記稿本 零巻（巻24［海部郡仁義荘］ 小原良直・倉田績旧蔵）

〔文化十二年［1815］〕写、一冊。23.4×16.3糎。 
墨・朱筆の書き入れは天保二年［1831］頃か。

　本書は、仁井田好古総裁の下、天保十年（1839）十一月に完成した『紀伊続
風土記』巻24相当巻（原表紙中央に「仁義荘」と墨書）の稿本である。その本
文は、毎半葉9行の浄書本文に対し、墨色からして数次に亙る書き入れ、朱
筆の書き入れが行なわれたもので、和歌山県立図書館蔵『続風土記』原稿

（明治43年刊本の原稿）に比して、各村の掲載順序が異なること、全体的に情報量が多いこと、本書に書き入れられた記
載が原稿の本行・割注に反映されていることが指摘できる。また、内題に巻数を記さない（「紀伊続風土記巻／海士郡第
四」）、「家数、人数」にその数字を記さないなどの特徴がある。この点、共通するのが、渡辺広「紀伊続風土記についての
二、三の考証―解題にかえて―」（『紀伊続風土記』復刻版解題小冊子、1991.11）の指摘した和歌山県立図書館蔵『紀伊
国続風土記原稿（山東荘）残本唯一綴』なる一書である。渡辺論考は、『残本唯一綴』について、編纂事業が一時中断され
た文化十二年（1815）以前の調査に基づいて記された原稿に、事業が再開された天保二年以
後、書き入れが行なわれたものと見るが、本書の成立事情についても同様の経緯を想定するこ
とが可能であろう。その点、本書には、編纂事業において「物産」を担当したとされる小原良直
の蔵書印が捺され、編纂過程におけるある段階の状況を示す史料であるという推定を強くす
る。なお、巻首・表紙には、明治43年（1910）版『続風土記』跋文を著した倉田績（1827-1919）の
蔵書印が見える。 （大橋直義／中世日本文学・文献学）

おはらよしなお いさお

KINOMINATO    1

紀 之 水 門

紀州研 News Letter
和歌山大学

平成31年度地域と共働した
博物館創造活動支援事業

2020｜Spring｜通巻6号

資料紹介　紀伊国和歌浦図
明治26年［1893］5月　版本色刷　本紙11.7×17.0糎　紀州経済史文化史研究所蔵

　和歌浦のあしべ屋旅館が出版した和歌の浦のガイドブックともいえる和綴の冊子にあたります。あしべ屋は妹背山にかけ
られた三断橋前に本館を構えていた旅館で、南方熊楠が明治34年［1901］に孫文とこの旅館で再会し、旧交を深め、また夏
目漱石が明治44年［1911］に妹背山にある当旅館の別荘を予約するなど、多くの文化人が滞在する場となっていました。
　本書では各項目でタイトルがつけられ、和歌の浦の名所が詳細に描かれています。とくに「和歌浦全図」の項目では「芦辺
や汐場」、また巻頭の項目では「和歌浦海水浴」と記され、当時の和歌の浦が明治期に海水浴で賑わっていたことがわかりま
す。また、和歌祭のようすも「旧四月十七日東照宮御祭礼」として描かれており、明治18年［1885］に旧藩士が和歌祭を支援す
るために結成した徳盛社の幟が先頭に立った和歌祭の渡御行列のようすも描かれています。 （吉村旭輝）

KINOMINATO    1

紀 之 水 門

紀州研 News Letter
和歌山大学

紀要第41号表紙（和文および英文タイトル）

『きのみなと』6号 『きのみなと』7号
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⑤［特別展］助左衛門家五代記　－高橋家と木ノ本村―
・2020年11月17日～12月18日
・総入場者96名
・動画視聴回数42回（2021年2月2日時点）

⑥�［企画展］泉州�岸和田の宗教文化　―高僧伝と寺社
縁起―

・2020年1月21日～2月22日
・総入場者119名

新型コロナ感染症拡大防止のため、入場を制限する
などの対応をおこなうとともに、展示のダイジェスト
をYouTubeで配信することによっても公開した。（詳
細は、『きのみなと』2021年度8号に報告）

4．玉谷哲氏特別講演
　「泉州�岸和田の宗教文化」展の玉谷哲氏特別講演と
して、2020年12月11日（金）、だんじり会館会議室
において、次のような3部構成で実施・記録し、動画
配信を行った。
①�【講演】玉谷哲氏「泉州・岸和田の宗教文化―高僧
伝と寺社縁起―」
岸和田市をはじめとした泉州市史編纂に長年関わっ

てこられた玉谷哲氏に、展示会に関連して次の3点を
中心にご講演いただいた。
1）岸和田城下の社寺とその重要さ、面白さついて
2）泉州の行基信仰について
3）葛城修験について

②【対談】「郷土史研究」
聞き手：大橋直義（教育学部准教授・紀州経済史文

化史研究所副所長）・吉村旭輝（紀州経済史文化史研究
所特任准教授）
対談では、玉谷哲氏ならびに岸和田の民話・伝承を人

形劇にして子供たちの前で上演するという活動を行って
いる「おじかクラブ」の皆さまにも加わっていただき、
郷土史研究とはなにか、志をこれからの私たちに託す、
という意味合いで質問などにお答えいただいた。

5．講演「万葉集と和歌の浦」
2020年10月16日（金）、和歌山県立向陽中学にお

いて、紀州研所長�菊川恵三（教育学部教授）が、「万
葉集と和歌の浦」をテーマとして講演を行った。和歌
浦地域への遠足を予定していた中学1年生（80名）へ
の事前学習の位置づけのもと、郷土教育の一環として
実施された講演であった。

6．紀州研秋のミニ講義
2020年11月9日（月）、オンライン会場において、

秋のミニ講義を実施した。内容は2部構成で、これま
で数年に渡り交流を継続してきた和歌山信愛女子高等
学校の生徒を対象に、和歌山大学の学生が大学構内を
案内する「キャンパス散歩」と4名の紀州研所員が行
う「ミニ講義」であった。
①【キャンパス散歩】
■「大学生といっしょにキャンパスを散歩しましょう」
■�「紀州研�企画展示案内：亜米利加へ、加奈陀へ―遺
物と記憶から振り返る移民と和歌山」

②【ミニ講義】
■�遠藤　史（言語学／経済学部）
　 「ユカギールの民話：シベリア少数民族の紡ぐ物語」
■大橋直義（中世日本文学・文献学／教育学部）

特別展チラシ
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プロジェクトに関するお問い合わせ

　 「粉河寺縁起絵巻を読み解く」
■富田晃彦（天文学／教育学部）
　 「人と星の往還」
■�荒木良一（遺伝育種科学・植物栄養学・土壌学／教
育学部）

　 「植物の鉄吸収戦略」

7．共同研究事業
和歌山大学教育学部と同大学附属小学校の共同研究

事業でありつつ、同時に紀州研の事業でもあるという
位置付けで開催されたものである。
①�「小学校高学年にむけた文学の読解と教育方法の研
究」
2020年9月14日（土）および11月8日（土）、打ち

合わせを行い、12月15日（火）に研究授業（録画）
を実施した。その後、2021年1月23日（土）、和歌山
大学附属小学校およびZoomによるオンライン会場に
おいて、「教育研究発表会」（教材：安房直子著「初雪
のふる日」、授業者：附属小学校教諭、指導助言：大橋
直義）が実施された。
オンライン上で県内外の初等教育関係者とディスカッ

ションが行われた。共同研究の方法や比喩・象徴の関係
を読み解くための方法について意見交換がなされた。
②�「小学校高学年を対象とした「くずし字」指導と文
化財教育の融合」
2020年11～2月、紀州研副所長大橋直義（教育学

部）および教育学部�国語教育専攻に在籍する大橋ゼミ
の学生6名が、「くずし字」を学ぶための方法および内
容についての会議を重ね、オンラインでも指導可能な
教材コンテンツを開発し、附属小学校生徒を対象とし
て授業を実施した。
第1回教材：渋川版御伽文庫『うらしま』
第2回教材：『道成寺縁起絵巻』
■�2020年11～12月　オンラインコンテンツ制作およ
び授業概要を制作

■�2021年2月1月　附属小学校5・6年生F組において、
第1回および第2回の授業を行った。F組担当教諭お
よび大橋教員がZoomミーティング等の授業サポー
トにあたり、栄谷キャンパス内から、学生がオンラ
イン授業を行った。

■�2021年2月3日　附属小学校4年生B組において、第
1回授業を行った。これまでの「崩し字」授業では
もっとも年少の学年であった。

成果と課題として、「くずし字」の授業は国語の分野
のみならず、社会（地歴・日本史）においても重要な
観点となる。社会科としても使える授業コンテンツの
開発や、県立・市立博物館および紀州研との協働も不
可欠である。その一方、2020年度の特異な状況下にお
いて、オンラインコンテンツ作成に向けた方法論の構
築が行えたことは大きな成果であった。

8．和歌祭出前授業
①【和歌祭芸能体験ワークショップ】
2021年2月22日（月）、和歌山市立和歌浦小学校に

おいて、和歌祭の各種芸能披露および各種芸能体験を
実施した。
②【和歌祭出前授業】
2020年12月10日（木）、和歌山市立和歌浦小学校

において、4年生34名を対象として、和歌祭の出前授
業を実施した。また、2021年3月10日（水）、和歌山
市立貴志南小学校において、4年生54名を対象として
出前授業を実施した。
　①および②のいずれも、吉村旭輝（紀州経済史文化
史研究所特任准教授）が指導した。
※詳細は、〈研究・展示プロジェクト事業〉「和歌の浦
の景観および和歌祭の保存と継承プロジェクト」を参
照されたい。
※以上、紀州研所員の敬称はすべて省略した。

プロジェクトの成果

2020年度は、新型コロナウィルス感染症が蔓延する
中、従来のように人と人が対面して、教育啓蒙活動を
実施することがかなわないことがほとんどであった。そ
のような制約のある状況下、YouTubeを手段の一つと
して取り入れ、展示会のダイジェストの公開や講演会
やミニ講義の録画による動画の公開など、新たな活動
の方法を組み合わせることによって事業を中断するこ
となく実施した。
それにより、展示を一例に挙げるならば、来場者が博

物館に足を運べない状況下においても、博物館相当施設
としての100日以上の展示会を実施し、動画視聴回数か
ら、例年に及ばないものの数百人もの来場者を迎えるこ
とができ、海外からの視聴も得ることができた。
その結果、児童や生徒から一般の人々にいたるまでを

対象として、教育啓蒙活動事業を進めることができた。

紀州経済史文化史研究所
URL : https://www.wakayama-u.ac.jp/kisyuken/
E-mail : kishuken@ml.wakayama-u.ac.jp




